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耳目
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日

衣

一
舵
枇
合
事
概
念
白
巾
車
川
H
H
ヨ
シ
ト
申
肱
曾
皐
概
念
。
批
判
ず
本
曲
師

一
般
枇
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皐
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確
立

UN--
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世
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串
概
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判
}

太

田
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柑
論

グ
ム
メ
ル
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特
陣
枇
脅
回
申
概
念
の
批
判

グ
ュ
ル
ヶ

'A
の
包
括
一
位
脅
明
枇
忽
の
批
州

私
は
枇
曾
撃
は
先
づ
一
の
哲
事
或
は
哲
事
的
主
義
で
な
〈
、
叉
枇
曾
を
封
象
ご
す
る
一
の
哲
率
的
事
科
卸
も
枇

問

題
倫
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一
般
枇
曾
阜
の
榔
念

第
二
十
七
巻

第

邸

曾
哲
皐
ご
同
一
一
腕
古
る
可
き
も
の
で
な
〈
、
叉
枇
曾
現
象
を
桝
究
す
る
一
の
方
法
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
な

C
、
叉

一
枇
曾
政
策
m干
の
如
き
賞
際
事
ご
は
股
然
磁
別
き
る
司
き
も
の
に
し

τ、
要
す
る
に
枇
曾
現
象
を
封
象
ご
す
る
一
の

科
卒
で
ゐ
る
、
随
ム
て
枇
曾
現
象
を
掛
象
ご
す
る
他

ω諸
皐
闘
が
、
夫
れ
夫
れ
共

ω掛
象
ご
す
る
枇
曾
現
象
を
、

哲
皐
的
に
洞
見
し
評
償
せ
ん
ご
す
る
の
で
な
(
、
科
卒
的
に
認
識
せ
ん
さ
す
る
場
合
に
、
枇
合
科
卒
E
郁
せ
ら
れ

る
こ
同
じ
意
味
に
て
、
一
蹴
命
日
皐
は
一
の
枇
合
科
学
で
あ
る
ご
考
へ
る
。
併
し
次
に
は
私
は
、
批
曾
亭
は
特
に
一
耽
舎

現
象

ω
一
般
的
方
面
を
針
象
正
す
る
枇
曾
割
引
半
古
し
て
、
夫
れ
夫
れ
持
じ
枇
曾
現
象
の
特
殊
的
方
面
を
封
象
正
す

る
仙
の
総
て
の
枇
曾
科
皐
に
劃
し
て
・
比
九
等
の
枇
内
科
問
中
が
相
互
に
謝
し
て
有
す
る
ご
は
異
な
れ
ゐ
駒
係
を
有
す

る
も
の
、
即
ち
北
(
等
川
り
枇
品
目
科
皐
相
互
の
問
に
存
立
す
る
闘
派
は
、
特
殊
的
な
る
も
の
相
互
の
問
に
存
立
す
る
闘

係
で
ゐ
え
か
、
枇
品
目
的
中
ご
北
(
等
の
枇
曾
科
印
字
ご

ω
間
に
存
立
す
る
関
係
は
、

一
般
的
な
る
も
の
ご
特
殊
的
な
る
も

の
ご
の
聞
に
お
立
す
る
捌
係
で
あ
る
ご
考
へ
る
。
要
す
る
に
な
は
枇
曾
問
中
は
、
第
一
に
一
切
の
枇
命
現
象
の
共
同

'一...一一~一一…日

的
基
本
的
一
苅
素
的
な
る
方
面
£
云
ふ
意
味
仁
て
鮎
曾
現
象
的

2

一
般
的
方
面
を
究
明
し
て
、
他
山

J

総
工
の
枇
命
科
向
拍
子

に
一
般
的
基
礎
を
興
へ
る
枇
曾
科
卒
ご
し
て
、
第
二
に
総
て
の
特
殊
的
批
曾
現
象
の
相
互
関
係
仁
於
り
る
ふ
一
惜
的

拡
態
己
云
ふ
意
味
に

τ耐
曾
現
象
の
一
般
的
方
面
を
究
明
し
て
、
他
の
総
て
の
枇
曾
科
血
干
の
結
果
を
一
般
的
に
総

合
す
る
枇
曾
科
挙
ご
し
て
、
他
の
総
て
の
一
耽
曾
科
問
中
が
特
殊
批
曾
科
卒
ご
抑
制
せ
ら
円
い
る
に
勤
し
て
、

一
般
枇
曾
科

間
半
ご
稗
せ
ら
る
可
き
も
の
芭
考
へ
る
。
き
れ
ば
私
の
見
る
蕗
に
よ
れ
ば
、
円
枇
曾
皐
は
本
来
一
般
的
な
る
一
肱
曾
科
皐

‘'噌'.. 



卜
に
し
て
、

特
殊
的
な
る
一
耽
曾
科
事
は
枇
曾
皐
で
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

一
般
枇
舎
亭
E
云
ふ
諾
は
二
重
に
一
般
的

ご
云
ふ
意
味
を
合
め
る
重
複
語
で
ゐ
る
さ
岡
山
ム
。

若
し
立
一
の

一
般

E
Zふ
語
は
、

間
早
に
枇
曾
事
が
一
般
的
な
る
枇

曾
科
向
学
で
あ
る
ご
云
J
意
味
を
、

特
に
強
調
す
る

rり
に
過
ぎ
な
い
も
の
ピ
見
れ
ば
、

或
は
別
に
不
都
合
は
な
い

通
も

H
れ
工
、
M
V

、

ふ

μ

必
ザ
A
戸
、

ga司

!4N

併
し
普
池
の
垣
間
法
に
よ
れ
ば
二
般
枇
曾
山
中
古
云
へ
ば
特
殊
副
曾
率
の
存
在
を
暗
示
し
、
之
れ

正
調
立
す
る
も
の
の
一
如
〈
誤
解
さ
れ
易
い
。
然
る
に
耽
曾
事
は
本
来
一
般
刑
曾
科
目
半
に
し
て
、
ぞ
う
し
て
集

ω外

に
は
特
殊
枇
曾
科
撃
は
存
在
す
る
が
、
特
殊
枇
命
率
な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
の
で
ゐ
る
か
ら
、
右

ω如
、
き
誤
解

を
起
し
易
き
一
般
刷
曾
皐
な
る
誇
は
、
な
る
可
〈
は
用
ひ
な
い
様
注
意
し
た
い
も
の
ご
思
ふ
。
但
し
枇
曾
科
撃
を

総
て
刷
曾
問
中
正
抑
制

L
、
そ
う
し

τ之
を
一
般
枇
食
事
正
特
妹
枇
命
日
苧
ご
に
区
別
す
る
人
々
に
あ

b
τ
は、

般
j札

食
事
正
云
ふ
語
は
必
要
か
も
知
的
い
な
い
が
、
併
L
本
は
一
切
り
枇
曾
科
皐
h
z
枇
食
事
ピ
総
稀
す
る
は
、

一
方
に
於

て
は
事
問
論
上
甚
だ
潜
越
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
斜
め
に
特
殊
枇
曾
科
皐
者
的
反
戚
を
招
い
た
こ
ご
は
少
な
(
な

〈
.
随
ふ
て
一
肱
曾
叩
品
干
の
後
述
が
阻
害
苫
れ
た
ご
思
ふ
、
又
他
方
に
於
て
は
枇
曾
同
学
の
概
念
を
底
大
若
浪
花
る
も
の

ご
な
ら
し
め
、
共
の
厳
密
な
ム
規
定
を
妨
げ
る
£
思
ふ
。
備
は
後
に
や
、
詳
し
〈
論
述
す
る
が
、

.7
ュ
U
F

ゲ

ム

の

如
〈
に
刷
曾
撃
は
一
切
の
枇
曾
科
卒
の
髄
に
し
て
、

一
切
の
枇
曾
科
撃
は
祉
曾
間
半
の
諸
分
校
で
あ
る
ご
見
倣

L
、

一
般
枇
曾
皐
を
も
ヤ
山
AY
枇
曾
間
半
の
一
分
校
戒
は
一
部
門
ご
見
る
見
解
も
、
同
様
な
非
難
を
受
〈
可
き
も
の
ご
思

ふ
。
然
る
仁
一
般
枇
曾
科
感
心
」
し

τω
批
食
事
の
概
念
を
表
示
す
る
潟
め
に
、
普
通
に
一
般
枇
食
事
な
る
語
が
周

前

君主

一
般
畦
合
串
山
概
念

第
二
十
七
巻

君事

腕
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第
ニ
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四

第

鵠

回

前

損

一
般
舵
脅
皐
申

ι

概
念

ひ
ら
れ
て
居
る

O

是
れ
で
誌
も
此
慮
に
本
論
文

ω題
名
正
し

τ比
の
識
を
用
ひ
た
の
で
あ
る
が
、
併
し
私
は
上
に

述
べ
し
蕗
仁
よ
り
て
知
ら
れ
る
如
〈
、
決
し
て
特
殊
枇
曾
亭
な
る
も
の
を
認
め
、
之
れ
に
謝
孟
す
る
も
の
ご
云
ふ

意
味
に
て
比
の
議
を
周
ひ
る
の
で
な
〈
、
只
枇
曾
皐
は
一
般
枇
曾
科
皐
で
ゐ
る
ご
云
ム
意
味
を
特
に
表
示
す
る
縛

め
、
便
宜
上
比
の
語
を
用
ひ
る
だ
け
で
あ
る
。

き
て
一
般
的
Z
云
ふ
語
は
質
事
上
叉
科
皐
上
碍
々
な
る
意
味
に
用
ひ
ら
れ
て
居
る
の
で
、
思
想
の
混
乱
を
逃
り

る
錦
め
に
は
、
英
等

ω諸
意
味
を
詳
し
〈
蔵
密
に
区
別
し
て
用
ひ
る
こ
正
は
甚
だ
肝
要
で
ゐ
る
。
併
し
な
は
此
蕗

で
は
只
枇
曾
且
T

が
一
般
的
枇
曾
科
学
で
あ
る
Z
云
は
れ
る
場
合
、
或
は
一
般
枇
曾
皐
な
る
語
が
用
ひ
ら
れ
る
場
合

に
於
付
る
、

一
般
的
記
一
再
ふ
語
の
意
味
に
付
て
考
察
す
る
に
り
に
止
め
る
の
で
の
一
る
が
、
比
の
場
合
仁
は
一
般
的

ご
一
疋
よ
語
は
、
主
ご
し

τさ
き
に
越
ぺ

L
二
つ
の
意
味
に
用
ひ
ら
れ
て
居
る
ご
思
ム
。
叉
厳
密
に
云
へ
ば
某
等
の

二
つ
の
意
味
に
か
、
叉
は
其
の
何
れ
に
か
周
ひ
ら
れ
る
可
き
も
の

Z
思
ふ
。
併
し
第
一
の
意
味
に

τ、
一
切
の
特

殊
的
枇
曾
科
事
に
一
般
的
基
礎
を
奥
へ
る
ご
一
式
ふ
こ
ご
を
康
〈
解
し
て
、
実
質
的
な
一
般
的
基
礎
を
奥
へ
る
ご
云

ふ
意
味
の
上
に
、
真
に
方
法
論
的
な
一
般
的
基
礎
を
即
時
へ
る
正
一
お
ふ
意
味
を
も
合
ま
せ
て
考
へ
る
よ
ぜ
が
出
来

る
u

か
く
て
一
切
の
枇
曾
科
事
の
方
法
論
の
研
究
を
も
、

一
般
赴
曾
皐
の
一
任
務
を
見
倣
し
得
ら
れ
る
。
ヲ
ぞ
う
し

て
賞
際
上
か
く
見
倣
す
枇
曾
事
者
も
少
な
〈
な
い
。
割
払
は
厳
密
に
一
再
へ
ば
、

4

批
曾
科
事
の
方
法
論
は
島

T

問
論
の
一

部
門
柁
る
方
法
論
に
属
す
る
も

ω
Z考
へ
る

ω
で
あ
る
が
、
併
し
事
問
論
の
畿
速
の
現
扶
ゃ
、
叉
枇
曾
料
亭
の
畿

一 一一一一ーリ一一 一 一 一 一 一 一一一• 問 A
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遠
の
現
地
肌
か

ι考
へ
て
、
之
を
一
般
一
肱
曾
血
中
の
一
任
務
ご
見
る
こ
ど
は
便
宜
で
あ
る
、
或
は
有
盆
で
あ
る
ご
考
へ

る
。
毛
う
し

τか
、
る
主
回
目
で
、

枇
曾
科
事
方
法
論
を
も
一
般
一
枇
舎
亭
の
一
部
門
Z
見
倣
す
の
で
あ
る
。

カコ

ーし

一
般
批
曾
苧
仁
於
け
る
一
般
的
ピ
云
ふ
語
は
、
総
健
に
於
て
三
つ
の
意
味
を
有
す
る
こ
正
、
、
な
る
。
，
ぞ
う
し
て
私

は
英
等
の
三
つ
の
意
味
の
何
れ
の
一
か
、
ヌ
は
ニ
つ
に
於
て
舵
曾
風

Tω
任
務
或
は
科
学
的
目
標
を
決
定
す
る
の

も
、
総
て
枇
曾
間
半
を
一
般
的
批
曾
料
亭
或
は
一
般
批
曾
曲
学
己
解
す
る
も
の
古
認
め
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
枇
品
目
半

の
任
務
或
瓜
科
皐
的
目
棋
を
共
の
線
植
に
於
て
包
括
し
、
完
全
に
乱
曾
事
の
概
念
を
規
定
せ
ん
ご
す
る
に
於
て

は

一
般
的
ピ
一
エ
ふ
語
の
右
の
三
り
の
意
味
を
芯
〈
包
縞
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ピ
考
へ
る
。
か
〈
て
私
は
一
一
般
枇
曾
科

率
ど
し
て
の
駐
曾
皐
を
、
批
曾
科
卒
の
方
法
論
の
研
究
を
目
標
正
す
る
部
門
ご
し
て
の
組
織
刑
曾
事
(
者
忠
告
白

E
4
0

g
n
z
z
q
)
(即
ち
一
切
の
枇
命
科
離
を
皐
問
論
的
方
法
論
的
に
基
礎
附
げ
組
繊
す
る
ご
一
五
ふ
意
味
で
の
一
般
枇

曾
血
中
)
己
、

一
日
明
の
枇
曾
現
象
の
共
同
的
基
本
的
一
克
素
的
な
る
方
面
を
意
味
す
る
一
般
的
方
而
を
究
明
す
る
こ
ご

を
目
標
己
な
し
、
毛
う
し
て
一
切
の
特
妹
枇
食
料
率
に
一
般
的
基
礎
を
奥
へ
る
部
門
ご
し
て
の
純
正
枇
食
間
半
(
郎

も
大
健
上
今
日
調
逸
の
一
世
曾
亭
者
が
形
式
枇
曾
盤
a
E
都
す
る
も
の
に
嘗
る
が
、
併
し
私
の
見
方
の
特
有
性
か
ら
L

て
全
然
之
れ
ど
合
致
す
る
も
の
で
な
(
、
綿
々
な
る
差
異
を
有
す
る
、
術
ほ
私
は
形
式
正
一
五
ふ
語
の
意
味
が
援
隊

J 一一一一一一

で
あ
る
が
潟
め
仁
、
出
来
る

rり
形
式
一
枇
曾
問
中
正
一
玄
ふ
諾
営
避
け
て
居
る
)

吉
、
純
正
批
曾
平
に
基
づ
き
、

切

の
特
殊
的
批
曾
現
象
を
其
の
相
互
闘
係
に
於
て
考
察
し
、
枇
曾
現
象
の
金
健
的
拡
態
を
究
明
す
る
ζ
Z
を
目
標
己

都
ニ
十
七
位

王

第

腕

E 

臨

議

一
般
副
合
同
申
の
概
念
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第
二
十
七
巻

第

鶴

占
p、

プミ

論

識

一
般
枇
曾
回
申
白
概
念

な
し
、

か
、
る
意
味
に
て
枇
曾
現
象
の
一
般
的
な
る
方
面
を
研
究
し
、

一
切
の
特
殊
枇
曾
科
皐
の
結
果
を
総
合
す

る
部
門
ご
し
て
の
総
合
枇
曾
事

(ω
百件
F
m
問
。
自
民

o
-
o
q
)
Z
の
三
部
門
に
大
別
せ
ん
芭
す
る
の
で
あ
る
。
但
し
我

園
の
祉
曾
皐
者
中
日

ωωon目。
-o岡山
o
m
2
z
r
或
は
問
命
日

E
g
o
s
-
o
q
を
直
も
に
総
合
一
肱
曾
皐
己
評
す
る
人
々

が
あ
る
が
、
ヲ
ぞ
れ
は
穏
健
で
な
い
か
己
思
ふ
o
同
小
ロ
小
片
手

m
S
O
B
-
z
一
五
ふ
諾
は
一
祉
舎
皐
史
上
組
合
正
一
五
ふ
意
味
の

外
に
、
上
に
述
べ
し
二
つ
の
意
味
を
h
有
っ
て
居
る
。

3
れ
ば
]
白

自
己
o-o同
庁
間
企

M
m
p
-
P

向
。
目
。
日
目
自
己
O
E切、

私
の
崎
彪
に
一
般
祉
曾
事
ご
云
ふ
は
、

~n 
ち

F
8
0
目
。
]
O同町

o
m
p品
目

-0
・

は
一
般
枇
曾
皐
正
詳
す
可
き
で
あ
る
。

清
一
括
『
ι
m
o
n
目。一
O
問
予
向
-
-
問
。
自
忠
臣

m
S目
。
】
。
向
山
内
の
誇
誌
で
ゐ
る
。

右
の
如
〈
に
枇
曾
血
中
を
一
般
赴
曾
科
事
三
認
め
、
之
を
三
部
門
に
大
別
す
る
私
の
見
解
は
、
砿
が
二
十
数
年
前

に
立
て
と
泉
大
文
酎
宇
部
じ
於
て
詩
越
し
、
又
犬
正
二
年
に
日
本
枇
曾
事
院
年
報
第
一
審
第
一
冊
に
於
て
後
表
し
党

も
の
で
あ
る
o

を
う
し
亡
今
日
に
唱
+
吉
も
来
日
H

欧
米
諮
問
の
枇
品
目
準
者
中
、
会
然
私
ご
同
じ
見
解
を
碕
表
し
た
入

は
な
い
u

が
、
併
し
私
は
鞠
託
に
現
は
れ
た
る
新
一
肱
曾
皐
論
は
、
稀
身
な
る
意
味
に
て
悲
の
見
解
を
直
接
又
は
間
接

仁
確
越
し
て
居
る
さ
考
へ
る
。
ぞ
う
し
て
結
局
欧
米
の
祉
食
事
者
の
吐
曾
皐
概
念
は
、
私
の
枇
曾
聞
学
概
念
Z
大
鐘

上
同
一
の
も
の
に
到
着
す
る
で
あ
ら
う
E
信
じ
て
居
る

O

そ
れ
で
忍
は
私
の
見
解
か
ら
見
て
娩
近

ω欧
米
の
枇
曾

血
午
論
を
論
評

ι、
ぞ
れ
が
如
何
な
る
意
味
に
て
、
判
仙
の
見
解
脅
寅
接
叉
は
間
接
に
確
帯
同
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
明

か
じ
し
た
い
ピ
思
ふ
が
、
先
づ
本
論
文
に
於
て
は
、
枇
曾
問
中
は
上
に
逃
ペ
し
一
般
的
三
一
再
ふ
謡

ω三
つ
の
意
味
の

一一一一一一一一一一←
.・4・..・



何
れ
か
に
於
て
、
本
来
一
般
一
肱
曾
科
晶
一
a

で
ゐ
ら
古
る
を
得
な
い
も
の
な
る
こ
£
を
論
謹
し
た
い
ご
思
ふ
。
是
れ
先

づ
此
の
貼
eg
明
か
に
し
て
置
く
こ
ご
は
、
私
の
見
解
を
固
守
し
主
張
す
る
上
に
於
て
、
第
一
に
肝
要
な
る
問
題
で

あ
る
が
、
夏
に
一
位
舎
師
宇
の
晩
翠

ω趨
勢
は
一
般
枇
曾
科
卒
芭
し
て
の
粧
曾
拳
か
ら
‘
特
殊
枇
曾
科
卒
ご
し
て
の
枇

曾
皐
T

へ
の
進
展
で
ゐ
る
ご
見
る
見
解
が
、
我
闘
の
新
進
一
肱
曾
事
者
聞
に
汎
(
行
は
い
れ
て
居
る
ご
思
は
れ
る
こ
芯
か

ら
考
へ
て
、

か
、
る
見
解
は
会
〈
枇
曾
事
の
曲
学
問
論
的
性
質
の
誤
解
か
ら
起
れ
る
も
の
な
る
事
を
明
か
に
す
る

は
、
我
国
今
日
の
枇
舎
曲
申
界
に
於
け
る
一
急
務
で
あ
る
古
も
思
は
れ
る
か
ら
で
ゐ
る
。

A
Y
枇
曾
事
は
一
般
的
枇
曾
科
皐
で
あ
る
ご
見
る
侍
京
市
の
通
設
に
劃
し
て
、
近
家
超
れ
る
反
謝
訟
を
批
判
的
に
吟

成
し
て
、
共
の
正
賞
で
な
い
こ
芯
を
明
か
に
せ
ん
ご
す
る
に
嘗
っ
て
、
先
づ
右
の
遁
誌
の
由
来
を
考
究
L
・
如
何

に
し
て
枇
曾
撃
が
一
般
的
世
曾
科
事
ご
し
て
一
般
に
承
認
苫
れ
る
に
至
っ
た
か
を
了
解
し
て
低
〈
こ
ご
は
肝
要
で

あ
る
ご
思
ム
o

そ
れ
で
私
は
本
論
文
に
於

τ先
づ
比
の
問
問
題
を
論
究
す
る
こ
ぜ
ご
す
る
。
次
に
枇
曾
事
は
一
般
的

赴
曾
科
事
で
あ
る
、
或
は
乱
肌
品
目
脇
一
色
は
卸
も
一
般
刑
曾
拳
で
あ
る
吉
見
る
遇
設
を
排
尿
し
、
或
は
之
れ
に
反
制
到
す

る
諸
訟
を
詳
し
〈
吟
味
す
る
ご
、
そ
れ
は
大
館
上
ニ
積
仁
別
た
れ
る
ご
思
ふ
。
其
の
一
は
枇
曾
事
は
一
般
的
批
曾

一一一ー←、一一一

科
事
で
あ
る
ご
見
る
見
解
を
否
定
し
て
・
之
を
他
の
枇
曾
科
挙
正
同
様
な
一
の
特
殊
枇
曾
科
皐
で
あ
る
が
如
〈
昆

る
も
の
に
し
て
、
其
の
ニ
は
枇
曾
事
ご
は
即
も
一
般
枇
曾
亭
で
ゐ
る
ご
見
る
鬼
解
に
は
反
謝
す
る
が
、
併
し
一
般

枇
品
目
撃
の
概
念
其
物
は
承
認
し
、
そ
う
し
て
一
般
枇
曾
拳
を
も
ヤ
A
Y
他
の
枇
曾
科
事
Z
同
様
に
・

U

肱
曾
血
干
の
一

歯

議

一
段
註
合
阜
の
概
念

七

第
ヱ
+
七
巻

第
二
田

七

一‘‘.....ぜ



静

柴

一
般
敢
甘
草
の
概
急

野

手

七
番

八

鰐

一
坂

入

奔
放
ビ
見
る
も
の
で
あ
る
｡
私
は
便
宜
上
侶
･Jl
に
前
者
を
特
殊
赦
食
草
概
念
だ
辞
し
.
後
者
を
包
括
融
合
畢
概
念

8品

し
て
起
-
G
但
し
此
庭
に
時
殊
敢
骨
畢
概
念
三
言
ふ
は
､
云
ふ
ま
で
も
な
-

T
般
鹿
骨
拳
に
封
し
て
特
殊
融

合
拳
の
存
立
す
る
こ
E
を
主
張
す
る
"
1試
皇
温
暁
の
も
の
で
な
-
､
社
食
準
は

1
般
祉
骨
科
挙
で
は
t･.
-
1
騰
殊

融
合
撃
で
あ
る
こ
亡
を
主
張
す
る
葺
芯
ふ
意
晩
の
も
の
で
あ
る
.
又
包
括
政
令
畢
概
念
}去

ふ
は
'
融
骨
学
は

1

般
社
食
単
よ
り
も
虞
大
な
る
範
域
を
有
し
､
之
を
も
包
括
す
る
も
の
で
あ
る
こ
こ
空
風
昧
す
る
も
カ
で
あ
る
｡
そ

う
し
て
私
の
見
る
盛
に
よ
れ
ば
､
聴
殊
洗
骨
単
概
念
は
大
髄
上
.･L
ム
メ
ル
に
･･竜

で
創
設
さ
れ
､
ヌ
彼
に
よ
-

て

先
づ
長
ど
も
明
白
に
翰
迎
さ
れ
た
る
も
の
で
あ
る
ご
恩
は
れ
る
｡
但
し
6･h
ム
メ
ル

に
先
立
っ
て
ク
ー
ル
ド
の
立

て

た
純
正
融
合
峯
の
概
念
は
'
貨
賓
的
に
ジ
ム
メ
ル

の
形
式
融
骨
拳
の
概
念
亡
夫
に
頻
似
す
る
も
の
で
あ
る
が
､
併

し
ク
ー
ル
ド
は
純
正
赦
骨
串
を

Z
の
特
殊
軌
食
料
畢
亡
は
考

へ
す
t

T
解
放
督
科
畢
ビ
解

し
て
居
た
の
で
あ
る
｡

そ
れ
で
本
論
文
に
於
て
は
此
の
見
解
の
代
東
的
な
る
も
の
ど
し
て
'
糠
に
F･n

メ

ル

の
能
を
批
判
的
に
論
究
す
孔

こ
ビ
J
す
る
｡
ヌ
包
括
敢
骨
学
概
念
は
大
鰐
上
ヅ
ユ
ル
ケ
ム
の
最
と
も
明
白
に
創
設
せ
る
も
の
Ll
L
で
､
今
日
傭

繭
西
の
敢
曾
嘩
鼎
に
於
で
大
勢
力
を
投
か
つ
J
あ
る
ヅ
ユ
ル
ケ
ム
振
放
骨
率
潜
り
普
池
に
唱
道
し
て
居
る
も
の
で

あ
る
か
ら
､
私
は
蕃
静
文
に
於
て
は
専

らご
ル
ケ
ム
の
説
を
批
判
的
に
論
究
す
る
こ
と
ヽ
す
る
｡

口

1
般
敢
骨
学
概
念
の
由
来
=

｡
ン
ト
の
昔

聾
概



念
の
批
判

夫
れ
一
切
の
枇
曾
現
象
も
ヤ
白
川

y
自
然
法
則
即
も
因
果
必
然
的
漣
結
に
よ
り
て
支
配
さ
れ
る
自
然
現
象
の
一
部

分
に
し

τ、
枇
曾
現
象
の
自
然
法
則
を
後
見
す
る
こ
Z
は、

一
日
切
の
枇
曾
的
回
申
悶
の
最
根
本
問
題
で
あ
る
吉
見
る

見
解
は
、
決
し
て
第
十
九
世
紀
に
入
b
て
始
め

τ費
途
せ
る
も
の
で
な
〈
‘
隊
に
第
十
七
世
紀
及
び
第
十
八
世
紀

仁
於
て
ャ
、
漣
綴
的
に
後
遺
し
て
居
党
も

ωで
め
る
。
真
に
孤
立
的
に
は
、
そ
れ
以
前
の
諸
時
代
に
於
て
も
其
蕗

助
蕗
に
現
は
れ

τ居
た
も
の
で
あ
る
。
併
し
此
の
見
解
か
ら
[
て
・
制
曾
現
象
会
慢
を
組
織
的
に
研
究
す
る
一
の

洞
立
な
る
質
語
科
皐
或
は
自
然
科
事
・
伊
建
設
せ
ん
Z
す
る
思
想
は
・
犬
髄
上
第
十
九
世
紀
に
入
h
て
始
め
て
現
は

れ
た
る
も
の
吉
見
倣
し
得
ら
れ
る
。
ヲ
ぞ
う
し
て
か
、
る
意
味
に
て
、
吾
人
は
す
y
-
V
司

V

特
に
オ

1
ギ
ユ
ス
ト
・

コ
ン
ト
を
以
て
、

一
の
濁
立
な
る
自
然
科
亭
ご
し
て
の
枇
曾
準
の
創
設
者
Z
、
大
僧
上
見
倣
す
ニ
古
が
出
来
品
。

コ
y
ト
は
科
事
を
根
本
的
に
一
般
的
抽
象
的
科
皐
即
も
基
本
科
且
T
E
・
特
殊
的
具
髄
的
判
明
間
中
即
ち
仮
住
科
事
ご

仁
大
別
し
、
叉
基
本
税
率
を
其
の
劃
象
ご
す
る
現
象
の
一
般
性
の
辺
誠
ご
複
合
性
の
涯
増
ご
の
原
理
に
従
ふ
て
、

教
事
天
文
事
物
理
事
化
間
半
生
物
事
及
び
批
命
率
等
に
檀
統
的
に
分
類
し
、
ぞ
う
し
て
此
等
六
楠
の
恭
本
科
事
を
以

て
、
彼
の
科
率
的
哲
拳
郎
も
彼
が
貫
詮
哲
聞
申
Z
稀
す
る
も
の
を
構
成
l
た
の
で
ゐ
る

Q

か
〈
て
彼
が
枇
曾
忠
一
二
と
稀

す
る
も
の
は
、
彼
の
質
詮
哲
皐
髄
系
の
冠
易
正
し
て
最
後
の
地
位
を
占
め
・
且
つ
某
の
精
紳
に
於
て
質
讃
哲
皐
慢

第
二
+
士
魯

第

蹴

九

丸

前

叢

一
般
駐
曾
皐
の
椴
愈

、.・4・.. 
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第
二
+
七
巻

第

親

O 

O 

論

議

一
制
限
枇
骨
事
由
概
念

系
金
値
を
支
配
す
る
一
部
門
に
し
て
、
一
肱
曾
現
象
の
一
般
的
抽
象
的
科
事
即
も
基
本
科
撃
で
ゐ
る
。
そ
う
し
て
彼

は
一
切
の
他
の
枇
曾
科
事
を
、
特
殊
的
具
健
的
科
剛
宇
部
も
減
生
科
事
正
見
た
の
で
あ
る
。
併
し
彼
は
嘗
代
の
皐
問

界
及
び
質
際
生
活
上
の
欣
態
か
ら
見
て
、
何
よ
り
も
第
一
に
肝
要
な
る
は
、
イ
耽
曾
現
象
的
基
本
科
挙
ピ
し
て
の
枇

曾
聞
宇
を
建
設
す
る
こ
正
で
ゐ
る
さ
磁
信
し

τ居
た
か
ら
(
但

L
彼
は
大
革
命
級
大
混
乱
に
隠
れ
る
蛍
代
の
祉
曾
を

根
本
的
に
改
造
し
、
其
の
健
賞
な
る
後
蓬
を
圃
る
根
本
策
は
、
思
想
の
統
一
を
確
立
す
る
こ

Z
で
ゐ
る
が
、
然
る

に
思
想
の
統
一
は
賞
代
の
進
歩
せ
る
欧
洲
の
枇
舎
に
ゐ
b
て
は
、
只
磁
賞
な
る
賃
設
的
知
識
に
基
い
て
の
み
磁
立

き

れ
得
る
も
の

し
て

カミ

て
賞
設
的
知
識
の
総
括
的
組
織
的
大
飽
系
即
も
彼
0) 

寅
詮
哲
事
芭

務
ず
る

も
の
の

鰭
系
を
建
設
す
る
ニ
古
が
甚
だ
肝
要
で
あ
る

Z
確
信
し
、
然
る
に
賞
謹
哲
事
の
冠
蒐
た
る
其
の
最
後
の
部
門
を
な

す
も
の
に
し
て
、
且
つ
共
の
精
帥
に
於
て
賃
設
哲
曲
中
全
般
を
根
本
的
じ
支
配
す
可
き
枇
曾
現
象
の
基
本
的
寅
殻
判
明

事
郎
も
一
批
曾
鳳
一
a

は
、
ま

r会
〈
開
拓
さ
れ
す
に
放
棄
古
れ
て
居
る
か
ら
、
賓
講
岨
哲
島

T

鰻
系
を
建
設
す
る
熔
め
、
随

ふ
て
一
肱
曾
改
造
の
根
本
策
を
磁
立
す
る
鍔
め
、
今
日
何
よ
h
も
第
一
の
最
大
急
務
は
、
賞
質
的
に
枇
曾
事
を
建
設

す
る
ニ

Z
で
ゐ
る
古
考
へ
て
居
た
の
で
あ
る
)
、
批
曾
撃
の
賞
質
的
建
設
に
専
ら
カ
を
法
ぎ
・
批
曾
科
皐

ω方
法
論

問
題
の
詳
細
な
研
究
に
は
、
敢
て
注
意
を
向
け
る
徐
裕
は
な
か
っ
た
吉
田
ω
は
れ
る
。
か
〈
て
彼
は
枇
曾
恩
T
Z
他
の

祉
曾
科
血
中
正
の
関
係
に
付
て
は
、
只
其
の
聞
に
基
本
科
事
Z
波
生
科
島
e
Z
の
閥
係
が
存
立
す
る
-
』
芭
を
、
方
法
論

上
一
般
的
に
指
示
す
る

rけ
に
止
ま
っ
て
居
花
の
で
、
此
の
関
係
仁
閲
す
る
彼
の
思
想
の
異
意
は
詳
し
〈
朋
一
売
に

、司..-."，.. 



は
了
解
さ
れ
難
い
。
そ
う
し
て
そ
れ
よ

h
L
て
彼
は
枇
曾
現
象
の
科
皐
ざ
し
て
は
、
只
一
般
曾
事
の
存
立
す
る
こ
ご

を
認
め
る
だ
け
で
、
他
ゆ
一
切
の
枇
曾
科
事
の
一
存
立
を
否
定
し
た
ご
一
五
ふ
が
如
き
解
蒋
が
下
苫
れ
、
彼
の
崇
拝
者

は
か
、
る
解
蒋
に
よ
り
工
、
彼
の
枇
曾
唱
の
偉
大
性
吉
、
批
曾
現
象
の
異
質
な
統
一
的
科
事
的
研
究
の
後
述
に
劃

す
る
効
趨
ご
を
讃
稀
し
、
之
れ
に
反
し
て
彼

ω反
謝
者
は
、
彼
れ
ご
悶

ι〈
一
肱
曾
現
象
的
異
質
な
る
研
究
は
自
然

科
問
中
的
に
遂
行
さ
る
可
き
も
の
な
る
を
承
認
す
る
人
々
で
も
、
問
機
な
解
蒋
に
よ
h
て
彼

ω一
肱
曾
皐
は
科
皐
進
歩

ω根
本
傑
件
た
る
分
業
の
原
則
を
純
一
揖
す
る
昼
想
戒
は
妄
想
で
ゐ
る
ご
非
難

L
た
。
そ
う
し
て
彼
の
異
意
を
正
宮

仁
了
解
せ
ん
さ
す
る
人
申
に
あ
ち
て
は
、
彼
の
枇
曾
向
学
蹴
念
は
つ
ま
b
軍
一
一
枇
曾
血
一
ゐ
概
念
、
、
卸
も
枇
曾
科
事
ご

し
て
は
只
祉
曾
事
が
存
立
す
る
の
み
で
あ
る
ご
一
式
ム
意
味
の
枇
曾
拳
概
念
で
あ
る
か
、
又
は
何
れ
か
の
意
味
で
の

一
般
社
曾
皐

ω概
念
で
ゐ
る
か
は
問
題
ご
な
る
の
で
あ
る
。

A
1
2
y
ト
の
一
位
曾
曲
学
概
念
に
於
て
特
に
強
調
さ
れ
て
居
る
結
は
、
締
て
の
枇
曾
現
象
は
相
互
に
甚
だ
親
密
な
る

連
帯
関
係
を
有
す
る
も
の
に
し
て
、
何
れ
の
枇
曾
現
象
も
他
の
一
枇
曾
現
象
か
ら
切
b
離
し
て
軍
獅
に
考
察
さ
れ
る

に
於

τは
、
其
の
異
議
は
決

L
T
理
解
さ
れ
る
も
の
で
な
〈
、
何
れ
の
枇
曾
現
象
も
他
の
総
て
の
一
枇
曾
現
象
ご
の

関
係
に
於

τ、
卸
も
全
館
正
の
閥
係
に
於
て
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
一
云
ふ
こ

Z
で
ゐ
る
G

そ
う
し
て
彼
は
右
の

見
地
か
ら
し
て
古
典
経
済
皐
の
方
法
論
を
批
評
し
、
か
、
る
方
法
に
よ
'
9
て
は
決
し
て
経
済
現
象
の
異
議
は
理
解

言
れ
得
る
も
の
で
な
い
ご
言
明
L
た
の
で
、
そ
れ
よ

h
J
L
て
彼
は
経
済
事
の
科
皐
的
自
律
性
を
、
夏
に
同
じ
理
仁

論

捜

第
一
規

一
般
枇
骨
串
白
棋
愈

第
二
十
七
血
管

、・・.'、;，



第
二
十
七
巻

第

現

耐

離

一
般
融
合
皐
白
概
念

よ

b
て
総
て
の
他
の
特
殊
枇
曾
科
忠
一
ゐ
科
卒
的
自
律
性
を
否
定
し
た
ご
推
断
吉
れ
た
の
で
あ
る
。
併
し
肱
曾
現
象

一一一一一一一一一一一一

の
漣
帯
性
を
強
調
す
る
よ

E
は
、
必
宇
し
も
各
相
の
刺
曾
現
象
の
専
門
的
研
究
の
科
率
的
自
律
性
を
全
然
奇
定
す

る
こ
己
じ
は
な
ら
な
い
。
少
な
く
も
一
定
り
度
合
に
於
て
其
の
科
率
的
自
体
性
を
承
詔
し
得
る
の
で
あ
る
。
云
よ

ま
で
も
な
〈
枇
舎
現
象

ω漣
帯
性
を
重
要
淵
し
・
其
の
会
館
的
考
察
を
強
調
す
る
に
於
て
は
、
各
稲
の
枇
曾
現
象

の
専
門
的
碗
究
に
完
全
な
る
自
体
性
を
認
め
る
こ

Z
が
出
来
な
い
。
其
の
認
め
ら
れ
る
自
律
性
は
制
限
的
な
も
の

或
は
相
劃
的
な
も
の
で
あ
ら
ぎ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
問
題
ご
な
る
の
は
、

コ
ン
ト
は
一
般
的
抽
象
的
科
卒
古

L

て
の
基
本
科
事
に
劃
し
て
、
特
殊
的
具
鰻
的
科
皐
ご
し
て
の
涙
生
科
皐
に
、
臨
蝿
ふ

τ一
肱
曾
現
象
の
基
本
科
且
T
E
し

て
の
枇
舎
撃
に
罰

L
τ
、
業
の
仮
生
科
卒
ご
し
て
の
他
の
枇
曾
科
皐
仁
、
会
〈
科
率
的
自
律
性
を
認
め
な
か
っ
た

か
、
叉
は
如
何
秘
か
の
度
合
に
於
て
之
を
認
め
た
か
ご
一
耳
ふ
事
で
あ
る
。
若

L
彼
は
金
〈
之
を
認
め
な
か
っ
た
の

で
あ
る
な
ら
ば
、
彼
の
枇
曾
牟
概
念
は
云
ふ
ま
で
も
な
〈
軍
一
枇
曾
基
概
念
で
あ
る
。
併
し
如
何
程
か
の
度
合
に

於
て
之
を
認
め
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
彼
の
一
枇
曾
事
概
念
は
全
然
軍
一
枇
曾
組
一
a

概
念
で
あ
る
己
云
ふ
こ
古
が
出
来

な

ν。
彼
は
基
本
科
事
百
一
以
生
科
町
中
Z
P
閲
係
に
就
て
は
、
級
者
は
前
者
の
確
主
せ
る
原
理
を
肱
用
し
て
特
殊
的

具
煙
的
問
題
を
理
解
し
、
説
明
し
解
決
す
る
も
の
ピ
云
ム
意
味
に

τ簡
単
に
論
述
す
る
に
止
ま
b
、
級
者
の
方
法

論
を
詳
し
〈
論
述
し
て
居
な
い
か
ら
、
確
質
に
彼
の
異
一
意
を
推
断
す
る
こ
Z
は
出
来
な
い
が
、
少
な
ぐ
も
多
少
の

掴
明
主
な
立
場
を
探
生
税
事
に
も
認
め
、
随
ふ
て
多
少
其
の
科
亭
的
自
律
性
を
承
認
し
た
の
で
あ
ら
う
ご
推
察
し
得

一 一 一一一
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ら
れ
る
。
品
川
し
其
の
承
認
せ
る
自
律
性
の
度
合
は
、
果
し
て
基
本
科
離
す
に
謝
し
て
減
生
科
事
、
枇
曾
事
に
射
出
し
て

他

ω祉
曾
胡
押
印
字
の
白
律
性
を
主
張
し
得
る
ほ
ど
の
一
度
合
の
も

ωで
ゐ
っ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
悲
し
そ
れ
ほ
ど
の

度
合
の
も
の
で
あ
っ
た
ご
す
れ
ば
、
彼
山
り
一
蹴
骨
同
事
概
念
は
軍
一
一
祉
曾
事
概
念
で
は
な
(
し
て
、

一
般
枇
曾
皐
概
念

で
あ
っ
た
正
云
ひ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
コ
ン
ト
の
枇
曾
間
半
概
念
は
、
軍
一
一
肱
曾
曲
学
概
念
で
あ
る
ご
一
苫

ふ
穂
、

J

混
生
枇
曾
科
学
或
は
特
殊
枇
曾
科
卒
の
自
律
性
を
認
め
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
、
又
一
般
枇
曾
事
概
念
で

あ
る
吉
云
ひ
得
ら
れ
る
程
、
特
殊
枇
品
目
科
撃
に
大
な
る
自
体
性
h
T
一
認
め
る
も
の
で
も
な

f
、
つ
ま
h
雨
者
の
中
間

に
浮
動
す
る
股
旅
な
も
の
で
ゐ
っ
た
か
ご
忠
は
れ
る
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
厳
密
に
云
は
い
コ
ン
ト
は
ま
だ
一
般
一
枇

曾盤・

ω概
念
を
確
立
し
て
屑
な
か
っ
柁

Z
云
は
ね
ば
な
ら
向
。
そ
う
し
て
私
は
ヨ

y
ト
の
一
耽
駒
田
事
概
念
を
大
値
上

承
認
し
な
が
ら
、

し
か
も
枇
曾
皐
Z
他
の
枇
曾
科
事
ご
の
闘
係
を
方
法
論
的
仁
詳
し
〈
論
究
し
・
他
の
一
枇
曾
科
事

の
相
調
的
自
律
性
を
明
か
仁
論
経
す
る
-
』
ご
仁
よ
h
て市

一
般
枇
曾
皐
ご
し
て
の
一
耽
曾
血
干
の
概
念
を
始
め
て
確
立

し
た
の
は
、

ジ
ョ
ン
・
2

チ

ュ

ヲ
l

u

F

・p
・ミ
U
F

で
ゐ
る
Z
恩
ふ
。
そ
こ
で
究
に
私
は
ミ
戸
の
枇
曾
科
翠
論
砂
考
察

し
て
‘

一
般
枇
曾
曲
申
の
概
念
、
即
ち
一
般
枇
曾
科
目
半
Z
し
て
の
枇
曾
撃
の
概
念
が
、
如
何
に
し
て
確
立
百
れ
た

か
、
叉
ミ
Y

の
一
一
般
枇
曾
皐
の
概
念
は
如
何
な
る
意
味
で
の
一
般
枇
曾
撃
の
概
念
で
あ
っ
た
か
を
先
明
し
、
真
に

彼
の
枇
曾
皐
概
念
E
、
衣
に
論
究
せ
ん
Z
す
る
ジ
ム
j

u

F

の
特
殊
枇
曾
間
半
概
念
、
的
も
一
の
特
殊
批
曾
科
事
ご
し

て
見
る
形
式
枇
曾
事
ご
し
て
の
彼
の
一
祉
曾
拳
概
念

t
の
聞
に
、
如
何
な
る
論
理
的
漣
絡
が
ゐ
る
か
を
指
示
し
た
い
I

論

預

一
般
世
舎
皐
白
撫
念

部
二
十
七
巻

第一一貌

• 一一一一一一←一一一
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一一一一一一一一一一一一一

議

第
二
十
七
巻

一
般
腔
舎
事
の
概
念

四

前

第

貌

四

Z
思
ふ
。

(三)

一
般
世
曾
撃
概
念
の
確
立

l
u
ミ
ル
の
枇
曾
拳
概
念

ミ
w
の
枇
曾
科
皐
論
に
就
て
は
、
犯
は
昨
年
本
雑
誌
上
で
後
表
せ
る
放
論
文
に
於
て
か
な
り
詳
し
く
越
ぺ
て
置

い
た
か
ら
、
此
慮
で
は
只
彼
は
如
何
に
し

τ
一
般
枇
曾
事
の
概
念
を
始
め
て
確
立
す
る
に
至
っ
た
か
、
ヌ
其

ω
一

般
枇
曾
聞
宇
の
概
念
は
如
何
な
る
意
味
の
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
究
明
す
る
に
必
要
な
る
だ
り
訪
越
す
る
に
止
め

る。
き
て
ミ
W

の
祉
曾
事
概
念
は
、
彼

ω名
著
「
論
理
事

ω
一
健
系
」
第
六
港
第
十
章
に
於

τ論
越
さ
れ
工
居
る
蕗
に

よ
れ
ば
、
根
本
的
に
は
著
L
〈
コ
ン
ト

ω枇
曾
事
概
念
正
一
致
し
て
居
る
。
郎
ち
先
づ
枇
曾
事
の
封
象
は
枇
曾
或

H
H
文
明
の
一
般
的
紋
践
で
あ
る
ご
認
め
る
鮎
r
h

於

τ、
究
に
枇
曾
亭
の
研
究
方
法
は
歴
史
的
方
法
或
は
港
前
料
法

で
ゐ
る
ご
認
め
る
駈
に
於

t
、
次
に
枇
曾
与
を
根
本
的
に
枇
食
静
地
一
台
祉
食
勤
皐
E
の
二
大
部
門
に
分
つ
結
に
於

て
、
終
hJ
に
枇
曾
遊
歩
り
主
要
能
函
は
知
カ
或
は
思
想
或
は
思
考
能
力
の
放
態
で
ゐ
る
ご
認
め
る
貼
に
於
て
、

> 

U
F

は
ヨ

y
ト
ご
根
本
的
に
一
致
L
て
居
る
。
そ
う
し
て
右

ω如
〈
に
根
本
的
に
コ
ン
ト
の
一
耽
倉
間
半
概
念
E

一
致
せ

る
一
枇
曾
事
概
念
を
確
立
す
る
仁
於

τ、
ミ
戸
は
大
に
コ

y
ト
の
影
響
を
受
け
た
ニ
ピ
は
何
人
も
疑
は
な

ν事
買
で

あ
る
。
併
し
ミ
戸
は
其
等

ω基
本
概
念
を
総
て
み
ム
〈
コ

y
fか
ら
事
ん
に
の
で
あ
る
か
、
又
は
ヨ
ン
ト
の
著
作
に

• "-j，，，・
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接
す
る
以
前
に
、
彼
自
身
阪
に
抱
持
し
て
居
た
も
の
で
あ
る
か
は
問
題
Z
さ
れ
て
居
る
。
さ
れ
H

と
悲
は
此
の
問
題

を
別
に
重
要
視
し
な
い
。
是
れ
コ

y
ト
自
身
も
某
等
の
基
本
概
念
を
み
{
〈
濁
創
的
に
構
成
L
允
の
で
な
〈
、
サ

v
・

V
唱

Y
を
始
め
其
他
の
先
輩
か
ら
事
ぺ
る
も
の
を
精
練
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
ゐ
h
、
ヌ
ミ
U
F

は
早
く
か
ら
サ
ン

-
V
壬

V

の
著
作
に
注
意
し

t
居
た
か
ら
で
あ
る
o

か
〈

t
ヨ
ν
ト
の
著
作
じ
接
す
る
以
前
の
時
代
の
ミ

U
F

の
思

想
に
於
て
、
業
等
の
基
本
思
想
或
は
葉
の
中
の
或
物
が
見
出
さ
れ
る
ご
し
て
も
、
そ
れ
を
直
ち
に
ミ
戸
の
創
見
に

蹄
す
る
こ
芭
は
出
来
な
い
。
倫
ほ
注
意
す
可
き
は
ミ

U
F

が
コ
ン
ト
に
逸
れ
る
最
初
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
彼
は
早
〈

か
ら
コ
ン
ト
の
著
作
に
接
し
て
居
た
こ
ご
で
あ
る
。
併
L
此
の
問
題
は
何
れ
に
解
決
さ
れ
る
ピ
し
て
も
、
枇
曾
皐

概
念
の
費
生
の
研
究
に
於
て
は
あ
ま
り
重
要
で
な
い
u

の
で
、
重
要
な
る
は
つ
ま
り
其
島
守
の
基
本
概
念
を
精
練
し
、

且
つ
組
織
的
に
結
合
し
て
以
て
一
祉
曾
曲
学
概
念
を
構
成
す
る

Z
云
ふ
こ

Z
で
あ
る
。
そ
う
し
て
此
の
附
聞
か
ら
見
る

ピ
、
吾
人
以
ミ
Y

じ
は
殆
ん
日
」
獅
創
性
を
認
め
る
こ
正
は
出
来
な
い
。
彼
は
ヨ
ン
ト
を
瑚
越
す
る
一
人
日
外
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

併
し
ヨ

y

ト
の
枇
曾
事
概
念
は
、

さ
き
に
逃
イ
し
如
〈
、
単
一
舵
曾
皐
瓶
念
で
ゐ
る
か
、
又
は
一
般
枇
曾
串
蹴

念
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
の
で
、
厳
密
に
云
へ
ば
ま
だ
枇
曾
撃
を
一
の
猫
立
な
る
科
亭
Z
し
て
、
明
確
に
規
定
せ

る
も
の
ご
云
ふ
こ
正
が
出
来
な
い
。
若
し
夫
れ
が
単
一
批
曾
聞
宇
概
念
で
あ
る
な
ら
ば
‘

ス
ペ

v
f
l
の
枇
曾
率
概

念
の
如
く
、
哲
事
の
一
部
門
記
し
で
は
ご
に
か
〈
、

一
の
濁
立
な
る
料
拳
記
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
正
は
出
来
な

箇

接

-
般
批
合
事
。
臨
念

第
二
十
七
巻

第

蹴

五

E 

一、.‘.， ~~，-
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-
F祉
曾
血
中
白

ι

概
念

第
二
十
七
巻

接

一六

輸

第
一
一
揖

-
穴

ぃ
。
そ
う
し
て
夫
れ
が
一
の
一
般
融
合
間
宇
概
念
ご
し

τ明
磁
仁
決
定
吉
れ
る
に
於

τ、
枇
曾
事
は
始
め
て
一
の
凋

立
な
る
科
晶
一
-
E
し
て
建
設
し
符
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
ヨ

y
ト
の
赴
曾
皐
概
念
を
明
確
に
一

ω
一
般
枇
曾
曲
学

一
の
濁
立
な
る
科
拳
ご
し
て
枇
曾
撃
が
緯
設
さ
れ
畿
達
す
る
錫
め
に
、
根
本
的

瓶
念
ご
し
て
決
定
す
る
こ
ご
は
、

に
重
要
な
る
一
保
件
で
ゐ
る
が
、

A
T
此
の
重
要
な
る
僚
件
を
始
め
て
充
た
し
た
る
も
の
、
或
は
少
な
〈
も
共
の
最

初
の
主
要
な
る
一
人
は
ミ
U
F

で
あ
る
。
そ
う
し
て
此
の
紡
に
於
て
枇
曾
皐
史
上
、

ミ
U
F

の
創
見
或
は
功
抽
闘
が
認
め

ら
る
可
き
で
あ
る
。
要
す
る
に
近
世
自
然
科
事
的
批
曾
拳
概
念
を
大
値
上
先
づ
硲
立
L
た
の
は
2

ン
ト
に
し
て
、

其
の
貼
に
於
て
は
ミ
Y

は
コ

y
ト
の
随
従
者
或
は
旭
過
者

ω
一
人
に
外
な
ら
な
い
の
で
ゐ
る
が
、
併
し
之
を
明
縫

に
一
の
一
一
般
枇
曾
皐
概
念
ご
し
て
規
定
し
、

か
(
て
一
の
濁
立
な
る
科
事
正
し
て
の
枇
曾
息
一
e

蹴
念
を
硲
立
し
た
の

は
ミ
戸
の
創
見
に
し
て
、
そ
う
し
て
其
の
劫
に
於
て
彼
の
一
肱
曾
皐
奥
上
の
功
績
が
認
め
ら
る
可
き
で
あ
る
o
然
ら

ば
ミ
Y

は
如
何
に
し
て

2
y
ト
の
枇
曾
事
概
念
・
皆
、

一
の
一
般
枇
曾
皐
概
念

Z
L
て
明
確
に
規
定
し
た
が
。

き
き
に
論
越
せ
る
蕗
に
よ
b
て
察
知
さ
れ
る
知
〈
、

ヨ
V

ト
の
枇
曾
血
午
概
念
を
一
の
一
般
枇
曾
拳
t
し
て
明
硲

に
規
定
す
る
柏
崎
め
に
重
要
な
る
仕
方
は
二
つ
あ
る
。
此
等
の
二
つ
の
仕
方
は
結
局
は
同
一
の
結
論
に
到
着
す
る
も

の
で
ゐ
る
が
、
併
し
其
の
出
俊
酷
を
異
に
し
て
居
る
貼
か
ら
匝
別
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
共
の
一
は
2

y
ト
の

祉
曾
皐
概
念
に
於
て
、
一
耽
曾
拳
の
劃
象
ご
認
め
ら
れ

τ居
る
も
の
、
郎
ち
相
互
に
漣
帯
的
な
る
或
は
合
致

2
2・

耳
目
日
)
を
保
つ
諸
般
の
肱
曾
現
象
或
は
祉
曾
の
諸
部
分
よ
b
成
立
す
る
、
一
枇
曾
或
は
文
明
の
一
般
的
或
は
会
館

、司厚，.-...，・



的
紋
態
な
る
も
の
を
明
磁
に
決
定
し
、

一
般
此
舎
科
事
ご
し
て
祉
曾
皐
を
先
づ
厳
密
に
限
定
す
る
こ
ど
仁
よ
ふ
り

一…一一…一一 一一 F一一一町一.._-~一一

て
、
そ
れ
よ
り
各
積
り
枇
曾
現
象
戒
は
枇
曾

ω各
部
分
は
、
共
の
枇
曾
或
は
文
明
の
一
般
的
或
は
会
鵠
的
紋
般
に

依
存
じ
な
が
ら
、
し
か
も
夫
れ
夫
れ
特
有
の
性
質
を
有
し
、
か
〈
て
夫
れ
夫
れ
別
牟
に
研
究
3
4
0
可
き
も
の
な
る

一
般
的
に
は
枇
曾
亭
に
依
存

ニ
ピ
、
随
ふ
て
各
積
り
枇
曾
現
象
を
夫
れ
夫
れ
針
象
正
す
る
諸
般
の
枇
曾
科
事
は
、

し
な
が
ら
、

L
か
も
夫
れ
夫
れ
一
定
の
自
体
性
を
有
す
る
別
々
な
科
皐
ご
し
て
存
立
す
る
も
の
な
る
を
論
説
す
る

こ
ピ
で
あ
る
o
共
の
ニ
は
各
械
の
制
曾
現
象
が
一
蹴
品
目
或
は
文
明
山
一
一
般
的
戒
は
会
館
的
朕
態
に
依
存
し
な
が
ら
、

し
か
も
亦
夫
れ
夫
れ
特
有
の
性
質
を
有
し
、

ぞ
う
し
て
夫
れ
が
縛
め
に
夫
れ
夫
れ
別
市
に
研
究
古
る
可
き
も
の
な

る
こ
正
、

か
〈
て
各
荷
台
枇
曾
現
象
を
夫
れ
夫
れ
封
象
ご
す
る
批
曾
科
卒
は
、

一
定
の
自
律
性
を
有
し
、
祉
曾
血
中

か
ら
匝
別
さ
れ
る
叉
相
互
に
匝
刑
さ
れ
る
別
'q
な
科
皐
ご
し
て
存
立
す
る
も
の
な
る
こ

Z
を
先
サ
論
詮
し
て
、
そ

れ
よ
b
枇
曾
の
一
般
的
或
は
会
櫨
的
奴
熊
を
殿
密
に
限
定
し
、
か
〈
て
之
を
封
象
芭
す
る
枇
曾
皐
の
領
域
を
明
確

に
決
定
す
る
こ
ご
で
あ
る
。
要
す
る
に
右
の
二
つ
の
仕
方
の
何
れ
か
を
用
ひ
て
、

3
y
ト
が
判
然
規
定
し
な
か
っ

化
社
台
座
a
Z
他
の
枇
品
目
諸
科
卒
Z
の
関
係
を
明
確
仁
規
定
す
る
こ
古
に
よ
h
て
、
此
蕗
に
コ
ン
ト
の
一
耳
ふ
肱
食
事

な
る
も
の
は
、
他
の
一
枇
曾
諸
科
撃
を
夫
れ
夫
れ
一
定
の
自
律
性
や
有
す
る
特
殊
枇
曾
科
挙
Z
し
て
承
認
す
る
一
一
般

一
耽
曾
科
挙
正
し
て
確
立
百
れ
、
哲
事
の
一
部
門
正
し
て
uy
は
な
〈
、

一
の
科
事
ご
し
て
存
立
す
る
も

ωな
る
こ
ご

が
論
越
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

論

龍

一
般
祉
脅
恩
ゐ
概
念

第
二
十
七
巻

第

韓

士

七

町....~ぜ"
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画面

議

一
般
融
合
同
宇
田
概
念

第
三
十
七
巻

J、

第

披

凡

A
T

・
ミ
ル
戸
は
彼
の
科
卒
研
究
方
法
内
論
理
的
順
序

ω上
か
ら
見
て
、
先
づ
第
二
の
仕
方
に
よ
b
て
、
枇
曾
準
以
外

の
枇
曾
科
事
が
夫
れ
夫
れ
一
定

ω自
体
性
を
有
す
る
特
殊
枇
曾
科
準
ご
し

τ存
立
し
得
る
ニ
ヘ
或
は
存
立
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
-
-
E
を
論
語

L
て、

コ
ン
ト
り
一
耳
ふ

M
曾
間
半
な
る
も
り
は
一
一
般
枇
食
事
ご
し
て
限
定
さ
る
可
き
も
の
な

る
を
指
示
し
て
居
る
。
ミ
戸
は
枇
曾
科
撃
の
研
究
方
法
の
論
究
に
於
て
、
先
づ
彼
凶
化
率
的
方
法
印
も
質
駿
的
方

法
正
稀
す
る
も
の
、
及
び
彼

ω
幾
何
準
的
方
法
即
ち
抽
象
的
方
法
、
己
都
す
る
も
の
が
、
批
曾
科
叩
川
千
仁
於

τ通
用
古

れ
雛
き
も
の
な
る
を
論
述
し
、
次
に
彼
の
物
理
由
学
的
方
怯
即
も
共
値
的
演
絡
法
古
都
す
る
も
り
の
考
察
に
準
み
、

そ
う
し
て
此
札
方
法
に
よ
h
て
先
づ
如
何
な
る
枇
曾
科
皐
炉
建
設
し
得
ら
れ
る
か
ち
或
は
建
設
ふ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

か
を
論
遁

L
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
彼
は
物
理
問
中
的
方
法
に
よ
h
て
枇
曾
事
以
外
的
批
合
諸
科
皐
が
、

如
何
に
し
て
特
殊
此
曾
科
卒
ご
し
て
建
設
さ
れ
得
る
か
、
或
は
建
設
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
を
論
経
せ
ん
ご
し
て
底

る
の
で
あ
一
る
。

君、
w
F

の
論
す
る
彪
に
よ
れ
ば
、
一
枇
曾
現
象
間
に
は
普
遍
的
合
致
(
の
O
E
3
2
4
が
存
立
L
、
そ
れ
が
矯
め
仁
枇

曾

ω作
働
凶
何
れ
か
の
部
分
仁
於
て
起
れ
る
何
事
も
、
他
の
各
部
分
の
上
に
何
等
か
の
影
響
を
及
ぼ
古
い
V

る
を
得

な
い
に
拘
ら
宇
、
又
か
〈
て
何
れ
の
枇
曾
に
於
て
も
文
明
及
び
枇
曾
的
進
歩
の
一
般
的
妹
態
が
組
て
の
部
分
的
及

ぴ
従
位
的
現
象

ω上
に
E
A
ぽ
す
影
響
印
重
大
な
る
に
拘
ら
争
、
枇
曾
山
事
貨
の
諸
積
朔
が
概

L
τ
・
直
接
仁
叉
第

一
に
は
異
な
れ
る
諸
原
因
に
依
嵐
す
る
ご
云
ム
-
』
ご
も
ヤ
川
リ
同
様
に
異
質
で
あ
る
。

き
れ
ば
枇
品
目
的
事
質
の
諸

....~".，・



純
類
以
雷
に
有
盆
に
別
々
に
研
究
苫
れ
得
る
の
み
な
ら
す
、

克
に
別
々
に
税
先
苫
れ
ね
ば
な
ら
な
V
。
是
れ
ま
さ

一一一一一一一一一一一 一...…

し
〈
自
然
的
有
機
館
に
就
て
、
主
要
な
る
諸
器
官
及
び
諸
組
織
の
各
ー
が
、
他
の
線
ー
の
も
の
の
蹴
態
の
影
響
を

受
り
る
に
拘
ら
す
、
叉
有
機
健
の
特
異
な
健
質
及
び
一
般
的
健
康
放
態
が
、
何
れ
の
特
殊
務
官
の
朕
態
を
決
定
す

る
に
於
て
も
、
局
所
的
原
因
ピ
協
働
し
且
つ
麗
ん
之
を
腿
倒
す
る
に
拘
ら
す
司
吾
人
は
某
等
の
諸
都
宮
及
ぴ
諸
機

飽
の
各
々
の
生
理
及
び
病
理
を
別
々
に
研
究
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
ご
同
様
で
あ
る
。
ぞ
う
し
て
右
の
考
察
に
基
い

て
、
濁
玄
す
る
の
で
瓜
な
い
が
併
し
夫
れ
夫
れ
区
別
古
れ
る
別
々
な
枇
曾
率
的
考
究

ω議
品
川
枝
戒
は
諸
部

ω存
立

が
認
め
ら
れ
る
め
で
あ
る
。

ミ
U
F

は
先
づ
右
の
知
〈
に

一
般
的
に
、

一
定
的
自
律
性
を
有
す
る
枇
曾
科
事
正
し
て
特
殊
枇
品
目
科
串
り
存
立
を

論
詮
し
た
る
後
、
特
殊
刷
曾
科
卒
ご
し
て
の
経
済
同
学
に
就
て
、
夏
に
や
、
詳
し
〈
論
じ
て
居
る
が
、
左
に
茶
の
大

要
を
述
べ
て
彼
の
主
旨
を
一
層
明
確
に
示
す
こ
吉
、
す
る
。

今
其
の
直
接
仁
決
定
す
る
諸
・
抽
出
闘
が
、
主
己

L
t宙

ω欲
望
ド
よ
h
て
作
用
す
る
も

ω
に
し
て
、
叉
其
蕗
に
主

ご
し

τ行
は
れ
る
心
理
事
的
法
則
が
、

よ
ち
大
な
る
利
得
が
よ
h
小
な
る
利
得
よ
h
も
選
ば
れ
る
ぜ
云
ム
熟
知
苫

れ
た
る
法
別
で
あ
る
世
胞
の
、
枇
曾
現
象

ω
一
大
部
類
が
あ
る

Q

是
れ
人
類
の
産
業
的
卸
も
生
産
的
行
勤
か
ら
後
生

す
る
彪
の
、
又
其
等
の
産
業
的
行
動
の
生
康
物
の
分
配
が
、
暴
力
や
任
意
贈
輿
に
よ
b
て
影
響
古
れ
な
い
以
上
、
依

て
以
て
行
は
れ
る
人
類
の
行
動
か
ら
費
生
す
る
虚
の
、
刷
曾
の
現
象
の
其
の
部
分
で
あ
る
。
ぞ
う
L
て
其
の
人
性

百t

議

一
般
祉
命
皐
の
概
念

第
一
-
十
七
巷

九
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一
般
肱
宇
畠
ゐ
概
念

第
二
十
七
巻

論

誕

O 

都

競

O 

の
一
法
則
・
及
び
其
の
法
則
に
よ
り
て
人
心
の
上
に
作
用
す
る
主
要
な
る
外
部
的
諸
事
情
か
ら
推
論
す
る
こ

Z
に

-ーーーー雫同-炉

よ
っ
て
、
吾
人
は
祉
曾
の
一
現
象
の
品
仙
の
部
分
を
、
ぞ
れ
が
只
共
等

ω諸
事
情
の
部
類
に
の
み
依
存
す
る
以
土
、
(
舵

舎
の
何
れ
の
他
の
事
情
の
影
響
を
も
無
視
し
、
夫
れ
故
に
吾
人
が
考
察
す
る
其
等

ω議
事
情
の
可
能
的
始
源
を
枇

曾
放
践
の
仙
の
或
事
貨
に
遡
及
す
る
こ
ご
も
、
亦
他

ω何
れ
か
の
事
情
が
其
等
の
事
情
の
結
巣
に
干
渉
し
、
之
を

妨
げ
或
は
漣
一
見
さ
せ
る
仕
方
を
掛
酌
す
る
こ
ご
も
、
全
J
-
廟
慮
し
な
い
で
)
説
明
し
強
見
す
る
こ
ご
が
出
来
る
。

此
の
刻
〈
に
し
て
、
経
晴
樹
皐
Z
稀
せ
ら
れ
る
枇
曾
科
事
の
一
分
校
或
は
一
の
特
殊
枇
曾
科
卒
が
建
設
さ
れ
得
る
の

で
ゐ
る
。
要
す
る
に
五
日
人
を
し
て
枇
曾
現
象
の
比
の
部
分
を
伶
他
の
諸
部
分
か
ら
分
離
し
、
此

ω部
分
に
閲
す
る

一
の
枇
曾
科
風
?
を
建
設
せ
ん
Z
す
る
に
歪
ら
し
め
る
動
機
は
、

つ
ま
り
吾
人
が
枇
曾
現
象
の
此
の
部
分
は
主
正
し

て
、
少
な
〈
も
先
づ
第
一
に
は
、

只
事
情

ω
『
部
制
加
に
の
み
依
作
す
る
も
の
な
る
を
見
出
す
司
、
正
、

u
A
ぴ
タ
ト
hc

一 一

他
の
事
情
が
干
渉
す
る
時
で
も
・
只
此
内
事
怖
の
部
類
に
基
因
す
る
結
果
を
確
知
す
る
こ
正
行
け
で
さ
で
腕
に

甚
だ
複
雑
な
又
困
難
な
仕
事
で
あ
っ
て
、
先
づ
そ
れ
だ
け
を
遼
成
し
、
然
る
後
に
之
れ
に
干
渉
す
る
他
り
事
情
の

生
す
る
結
果
を
酌
量
す
る
の
が
、
得
策
で
あ
る
Z
考
へ
る
こ

Z
で
ゐ
る
。

ミ
炉
は
化
事
的
或
は
賞
験
的
方
法
や
幾
何
事
的
或
は
抽
象
的
方
法
に
よ
h
て
、
日
枇
曾
科
学
を
建
設
せ
ん
ご
す
る

は
謬
見
で
ゐ
る
こ
ピ
を
論
じ
た
る
後
、
・
次
に
然
ら
ば
物
理
皐
的
方
法
帥
ら
具
践
的
演
綜
法
に
よ
・
り
て
、
祉
曾
科
事

が
建
設
し
得
ら
れ
る
や
否
や
を
考
察
し
て
、
以
上
越
吋
し
如
〈
に
、
先
づ
特
殊
的
枇
曾
現
象
を
掛
象
ご
す
る
枇
曾

、・".-"ザ，・



科
卒
が
・

一
定
の
自
体
牲
を
有
す
る
特
殊
枇
曾
科
事
正
し
て
存
立
し
得
る
こ
ご
、
叉
存
立
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
ご
を

論
調
叫
し
た
の
で
め
る
が
、
そ
れ
に
よ
h
て
彼
は
叉
彼

ω活
様
料
法
印
も
騰
史
的
方
法
ピ
秘
す
る
も
の
に
よ
h
て、

山司令一一也町川一一月マ 叩

祉
曾
挙
が
一
般
枇
曾
科
血
中
ご
し
て
存
立
[
得
る
二
ご
、
且
つ
存
立
せ
ね
ば
な
ら

P
』
己
を
指
示
し
た
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
彼
は
如
何
に
品

ω事
を
直
接
仁
論
設
し
た
か
。

ミ
ル
の
論
十
る
蕗
に
よ
れ
ば
、
刺
曾
科
率
的
研
究
に
二
箱
ゐ
る
。
第
一
稲
の
枇
曾
科
率
的
研
究
に
あ
b
て
は
、

一
肱
曾
的
事
情

ω
一
定

ω
一
般
的
拡
態
が
前
定
吉
れ
て
居

τ、
ヲ
ぐ
う
し
て
其
の
一
般
的
妹
態
の
下
に
於
て
、
奥
へ
ら

れ
た
る
一
の
原
因
か
ら
如
何
な
る
結
川
市
が
生
す
る
か
ご
云
ふ
問
題
が
呈
出
さ
れ
、
ぞ
れ
が
物
理
皐
的
或
は
具
値
的

償
制
押
絵
仁
よ
・
り
て
解
決
古
れ
る
の
で
あ
る
が
、
是
れ
に
よ
ち
て
上
に
述
べ
し
如
〈
特
殊
枇
曾
科
事
が
建
設
さ
れ
る

の
で
め
る
。
然
る
に
第
二
柿

ω枇
曾
科
率
的
研
究
に
あ
h
℃
は
、
墨
出
さ
れ
る
問
題
は
、
批
曾
の
一
定
航
路
の
下

に
於
て
奥
へ
ら
れ
た
る
一
一
原
因
か
ら
、
如
何
な
る
結
山
本
が
生
守
る
で
ゐ
ら
う
か
ご
云
ふ
こ
ピ
で
は
な
〈
、
枇
曾
の

諸
扶
態
を
一
般
的
に
産
出
す
る
原
因
は
如
何
な
る
も

ωで
あ
る
か
、
叉
其
等
の
山
肌
態
を
特
質
附
け
る
現
象
は
如
何

な
る
も
の
で
あ
る
か
E
云
ふ
こ

Z
で
あ
る
。
そ
う
し
て
此
の
問
題
は
逆
演
繰
法
即
も
歴
史
的
方
法
に
よ
b
て
解
決

L
得
ら
れ
る
も
の
、
叉
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
必
も
の
に
し
て
、
此
の
解
決
に
於
て
一
般
枇
曾
訓
川
島
a
Z
し

τ祉
曾
等

が
成
立
す
る

ω
で
ゐ
る
。
か
く
て
此
の
一
般
枇
曾
科
事
部
も
融
曾
亭

ω領
域
を
正
嘗
に
決
定
し
、
之
を
枇
曾
科
卒

的
研
究
の
従
位
的
諸
分
技
師
も
特
殊
枇
曾
科
事
か
ら
判
然
匝
別
す
る
縛
め
に
は
「
枇
曾
の
扶
態
」
Z
云
ム
語
に
合
ま

前

議

一
般
批
合
同
阜
の
蜘
念

第
二
十
七
容

第

観

...・
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慎
二
十
七
巻

第

量虐

論

議

一
般
世
骨
撃
の
概
愈

れ
る
諸
制
側
念
を
確
定
す
る
・
』
Z
が
必
要
で
あ
る
。

ミ
声
は
右
の
知
器
見
地
か
ら
一
般
枇
曾
畠
T

概
念
を
積
極
的
に
規
定
せ
ん
ご
し
て
居
る
の
で
、
郎
も
忍
が
ペ
ピ
き
に

第
一
の
仕
方
ご
締
せ
る
も
の
に
よ
り
て
、
之
を
企
に
て
た
の
で
ゐ
る
o

然
ら
ば
彼
は
先
づ
一
枇
舎
の
一
般
的
状
態
の

概
念
を
如
何
に
決
定
し
た
か
。

要
す
る
に
枇
曾

ω航
態
芭
は
即
ち
総
て
の
よ
り
重
大
な
る
枇
曾
的
事
賞
或
は
枇
曾

現
象

ω同
時
的
放
態
を
意
味
す
る
も

ω
で
ゐ
る
。
号
ヲ
し
て
枇
曾

ω欺
態
及
び
之
を
生
宇
品
原
因
が
科
卒
の
謝
象

正
認
め
ら
れ
る
時
に
は
、
英
等
の
諸
要
素
の
聞
に
自
然
的
閥
漣

(ロ
m
W
E
E
-
B司
mzzoロ
)

の
存
立
す
る
こ
吉
、
共

等

ω
一
般
的
批
曾
的
事
貨
の
結
合
の
あ
ら
ゆ
る
積
類
が
可
能
で
あ
る
の
で
な
〈
、
只
一
定
の
結
合
の
み
が
可
能
で

あ
る
こ

Z
、
約
言
す
れ
ば
諸
異
の
枇
曾
現
象
の
諸
紋
態
問
に
共
存
の
諸
帯
一

(
d
D
5
2
E
B
)
の
存
立
す
る
こ
Z

が
合
意
さ
れ
て
居
る
の
で
ゐ
る
が
、
此
の
事
は
貨
に
其
等

ω諦
現
象
の
各
々
が
他
の
各
々
の
上
に
及
ぼ
す
影
響
の

自
然
的
結
果
で
ゐ
る
が
故
に
嘗
然
で
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
枇
曾
鱒
り
諸
部
分
の
合
致
ご
云
ム
こ
=
に
合
ま
れ

て
居
る
一
の
事
賞
で
あ
る
。
併
し
一
定

ω原
悶

ω結
果
で
み
る
蕗

ω諸
現
象
問
に
威
主
す
る
共
存
の
諸
費
一
は
、

英
等
の
諸
現
象
が
依
て
以
て
現
賞
に
決
定
さ
れ
る
困
山
本
の
諸
法
則
炉
ら
生

?
Q結
果
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
川
一

h
w

ば
耽
曾
の
各
炊
践
の
請
要
素
閥
に
存
立
す
る
相
互
的
関
連
は
、
一
枇
曾
の
一
般
鵠
ご
他

ω蚊
鵡
ご
の
問
の
継
続
を

規
制
す
る
法
則
か
ら
生
守
る
一
の
波
生
的
法
則
で
あ
る
。
是
れ
枇
曾
の
各
欺
態
ゆ
最
近
岡
は
直
「
夫
れ
に
先
だ
っ

枇
曾
の
放
践
で
め
る
か
ら
で
あ
る
。
か
〈
て
枇
曾
問
中

ω森
本
問
題
以
、

つ
ま
b
枇
曾

ω何
れ
の
扶
態
も
夫
れ
に
繕

d

，
 

g
 

e
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〈
、
又
夫
れ
に
代
は
る
奴
強
を
、
依
て
以
て
産
出
す
る
諸
法
則
を
後
見
す
る
こ
ど
で
ゐ
る
。

ミ
ケ
は
治
に
述
べ
し
が
如
く
に
、
枇
曾
の
経
験
的
法
則
ι
官
、
北
(
存
の
法
則
さ
継
起
或
は
継
縦
の
法
則
ご
の
二
穂

に
大
別
し
、
そ
う
仁
て
コ
ン
ト
に
従
ふ
て
前
者
を
腕
究
す
る
も
の
を
枇
舎
静
鳳
T
t
稽
し
、
後
者
を
研
究
す
る
も
の

e
V
』
枇
曾
勤
刷
出
干
さ
離
し
て
居
る
o

併
し
彼
は
叉
右
に
逃
ぺ
し
如
〈
、
共
存
関
係
は
つ
ま
h
継
起
閥
係
に
よ
'
り
て
決
定

さ
れ
る
も

ω
ご
考
へ
た
か
ら
、
枇
品
目
静
事
よ
h
も
此
品
目
勤
剛
甲
を
重
要
減
し
て
居
る
。
其
の
駄
に
於
て
も
コ

y

ト
ピ

一
致
し
て
居
る
。
併
し
彼
は
又
枇
曾

ω
一
般
的
朕
態
に
於
け
る
枇
曾
現
象
の
共
存
闘
係
を
重
要
減
し
た
か
ら
、
耽

舎
の
一
般
扶
態

ω継
起
或
は
給
総
に
於
て
は
、
前
奴
熊
の
一
部
分
が
後
肢
態
ゆ
一
部
分
を
斥
出
す
る
の
で
な
〈
、

其
の
会
館
が
金
値
を
産
出
す
る
の
で
あ
る
ご
考
へ
た
。
是
れ
も
矢
張
b

コ
ン
ト
の
抱
い
て
居
た
の

E
同
じ
思
想
で

あ
る
。き

て
ミ
Y

は
以
上
論
述
し
来
れ
る
が
如
〈
に
、

コ
y
ト
に
め
り
で
は
ま
だ
唆
昧
で
あ
っ
た
批
品
目
晶
一
槻
念
を
・

般
枇
品
開
準
概
念
ご
し
て
明
確
仁
規
定
し
た
の
で
ゐ
る
が
、
然
ら
ば
彼

ω
一
般
枇
曾
皐
概
念
は
、
私
が
さ
き
に
区
別

せ
る
三
つ
の
意
味
の
何
れ
の
も
の
に
蛍
る
か
己
一
五
ふ
に
、
先
づ
彼
は
濯
の
組
織
批
曾
準
古
都
す
る
も

ω即
も
枇
曾

科
事
方
法
論
正
云
ふ
意
味
に
て
、
彼
の
一
一
般
枇
曾
皐
の
概
念
を
解
し
て
居
な
か
っ
た
こ
さ
は
明
白
で
あ
る
。
是
れ

彼
は
一
肌
合
科
卒
方
法
論
を
彼
ゆ
論
理
問
宇
の
一
部
分
ご
し
て
の
、
或
は
北

(ω
臆
用
と
し
て
の
精
紳
科
事
方
法
論
の
中

に
、
論
述
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る

Q

そ
う
し
て
厳
密
に
一
疋
へ
ば
ミ
U
Y

の
比
の
見
解
は
正
賞
で
あ
っ
て
、
割
払
も
枇
曾

誼

一
般
枇
脅
皐
白
栴
AZ

第
二
十
七
巻

第

貌

議

• 
，
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第
二
十
七
巻

一
般
批
曾
皐
の
概
念

前

議

四

第

観

四

科
卒
方
法
論
は
、

さ
き
に
述
べ
し
知
〈
、
本
来
事
問
論

ω
一
部
門
正
し
て
の
方
治
論
に
属
す
可
き
も
の
ご
考
へ
る

一 一一

の
で
あ
る
。
只
私
は
ヤ

A
P
さ
き
仁
述
べ
上
刻
〈
、
事
問
論
及
び
耽
曾
科
事
方
法
論
の
現
放
に
於
て
は
、
一
耽
曾
科

的
申
方
法
論
を
一
般
枇
曾
科
事
ご
し
て
の
枇
食
事

ω
一
部
門
吉
見
る
の
が
、
便
宜
で
あ
る

Z
考
へ
る
ピ
け
で
あ
る
。

然
ら
ば
ミ
戸
の
一
般
駐
品
目
息
干
の
概
念
は
、
私

ω純
正
枇
舎
聞
宇
古
稽
す
る
も
の
の
意
味
に
解
さ
れ
て
居
た
か
ご
云
ふ

に
、
共
の
主
旨
や
或
部
分
に
合
ま
れ
て
居
る
が
、
併
し
ま

r私
の
組
合
祉
曾
事
正
稽
す
る
も
の
か
ら
、
明
か
に
区

別
さ
れ
る
一
部
門
吉
し
て
は
考
へ
ら
れ
て
居
な
い
。
そ
う
し
て
ミ
Y

の
一
般
枇
合
闘
争
の
概
念
は
大
館
上
私
の
総
令

枇
品
目
息
a
E
穣
す
る
も
の
に
宮
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
其
の
中
に
は
純
正
胤
曾
墨
T

の
主
旨
や
或
部
分
を
も
合
ん
で
居

る

ωで
、
純
粋
な
る
総
合
枇
品
目
亭
榔
念
で
ゐ
る
ご
も
一
五
は
れ
な
い
。
要
す
る
に
彼

ω
一
般
枇
食
事
概
念
は
・
ま

r

純
正
一
肱
曾
叩
学
或
は
形
式
枇
曾
事

ω部
門
ご
総
合
批
曾
息
ゐ
部
門
ご
を
組
織
的
に
医
別
し
て
局
な
い
混
沌
た
る
も
の

一 一一 一一一

で
あ
る
。
併
し
此
の
鈷
に
就
て
は
、
吾
人
は
ミ
戸
を
非
難
す
る
こ

εは
出
来
な
い
。
是
れ
純
正
枇
食
事
或
は
形
式

「
枇
合
苧
の
櫛
念
は
、
共
の
後
枇
曾
皐
の
研
究
が
後
達
す
る
に
伴
な
ふ
て
、
千
八
百
九
十
年
代
に
至
つ

τタ
1
y
ド

及
び
ジ
ム
戸
に
よ
h
て
始
め
て
や
、
明
確
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
O
(

但
し
私
は
大
正
二
年
仁
日

本
枇
舎
同
学
院
年
報
第
一
容
に
於
て
議
表
せ
る
論
文
中
に
指
摘
し
て
置
い
1

冗
如
〈
、
グ
-

P

4

W

チ

1
が
千
八
百
八

十
年
代
に
公
に
せ
る
著
作
中
に
、
純
正
一
耽
曾
島
T

ピ
総
合
一
肱
曾
m
学
ど
を
区
別
す
る
理
論
的
基
礎

ω重
要
な
る
一
方
面

が
後
見
苫
れ
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
彼
は
そ
れ
を
開
反
し
て
現
寅
に
雨
者
を
匝
別
す
る
に
は
歪
ら
な
か
っ
た
。
)
そ

、 a

'.・"
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う
し
て
始
め
て
一
般
刷
曾
獅
念
品
位
大
値
上
規
定
し
た
ご
一
耳
ム
ピ
け
で
、
吾
人
は
枇
曾
曲
学
史
上
に
於
り
る
ミ
戸
の
功

績
を
充
分
に
承
総
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

何
ほ
ミ
U
F

の
枇
合
剛
牢
諭
e
V
L

詳
し
f
別
査
す
る
正
、
其

ω中
に
は
今
日
の
枇
曾
酎
(
干
上
重
大
な
る
意
義
ぞ
有
す
る
幾

多
の
思
想
が
後
見
さ
れ
る
o

例
へ
ば
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ノ
エ
バ

1
の
理
想
型
の
概
念
の
如
き
は
、
質
質
的
に
は
ミ
戸
に
よ

。
て
般
に
か
な
り
明
白
に
設
遇
さ
れ
て
居
る
。
又
グ
ュ

Y

ケ
ム
涙
枇
命
岡
地
干
の
根
本
原
理
た
る
、
枇
曾
的
事
貨
は
枇

曾
的
事
貨
に
よ
h
て
、
会
館
は
会
館
に
よ
ら
て
説
明
古
る
可
き
も
の
で
め
る
正
一
五
ふ
思
想
の
如
き
も
、
同
減
の
肱

合
問
中
者
の
主
張
す
る
よ
ち
は
、
よ

b
E嘗
な
る
意
味
じ

τ
併
に
ミ
士
し
ょ
b
τ
論
述
き
れ
て
居
る
。
併
し
此
蕗
で

は
北
(
等

ω鈷
に
論
及
す
る
こ
正
は
縫
け
、

只
彼
的
批
食
事
概
念
ピ
次
に
批
判
せ
ん
E
す
る
ジ
ム
メ
戸
の
形
式
枇
曾

皐
概
念
ご
の
簡
に
、
如
何
な
る
論
理
的
漣
絡
が
存
立
す
る
か
を
極
簡
単
に
指
摘
す
る
だ
け
に
止
め
る
。

ミ
U
F

は
さ
き
に
過
べ
し
如
〈
枇
曾
科
準
的
研
究
に
二
種
ゐ
h
τ
、
業
の
第
一
一
概
に
於
て
は
枇
曾
的
事
情
の
一
定

の
一
般
的
妹
態
却
も
枇
命
日

ω
一
定

ω
一
般
的
紋
態
が
前
定
さ
れ
て
居
て
、
そ
う
し
て
其
凶
下
で
、
奥
へ
ら
れ
た
る

一
の
原
凶
か
ら
如
何
な
る
結
川
市
が
生
中
る
で
ゐ
ら
う
か
ぜ
云
ふ
問
題
が
研
究
き
れ
、
其
の
第
二
稲
に
ゐ
h
て
は
芙

等

ω
一
般
的
事
情
戒
は
枇
曾
の
一
般
放
態
其
物
を
決
定
す
る
法
則
は
.
何
で
ゐ
る
か
ご
一
式
ふ
問
題
が
研
究
さ
れ
る

ご
一
五
ム
て
居
る
。
か
く

τ彼
は
枇
曾
の
一
般
的
批
態
其

ω
物
を
産
出
す
る
原
因
及
び
之
を
特
質
附
げ
る
現
象
を
研

究
す
る
一
般
批
曾
科
皐
卸
ち
枇
曾
卒
ご
、
品
肌
曾

ω
一
般
的
扶
践
に
於
て
一
定

ω慾
望
の
産
出
す
る
結
果
を
腕
究
す

一
般
批
令
都
の
枇
念

第
二
十
七
巻

E 

第

都

軍

前

最

， 
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前

議

一
般
一
世
官
事
由
概
念

第
二
十
七
巷

プ電

軍

務

六

る
特
殊
一
枇
合
科
問
中
ご
を
阪
別
し
た
の
で
あ
る
。
品
、
ヨ
し
て
ε
ふ
が
枇
曾
の
一
般
的
航
鶴
吉
稽
す
る
も
の
は
・
諸
般

一一一一一.吋一同一一ー同._.一一一一--引 ー

の
枇
曾
現
象
を
其
の
相
合
致
す
る
後
合
的
会
館
に
於
て
見
た
る
共
健
的
な
る
も
の
に
し
て
・
且
つ
彼
は
其
の
原
因

の
探
究
に
於
て
は
、
共
等

ω
一
般
的
航
時
四
り
膝
史
的
或
は
時
間
的
機
起
或
は
縫
縦
を
根
本
的
に
重
要
視
し
て
屑
た

の
で
あ
る
が
、
然
る
に
今
ミ
F

が
枇
曾

ω
一
般
的
紋
抽
出
正
稀
す
る
も

ωを
抽
象
的
に
解
秤
し
、
且
つ
継
起
閲
係
か

ら
切
・
り
離
し
て
考
察
す
る
時
は

の
枇
合
川
り
一
般
的
朕
態
己
都
す
る
も
の
は
、

号
れ
は
人
間
己
人
間
己
の
関
係

ω諸
形
式
に
分
析

L
得
ら
れ
る
。
か
(
て
ミ
ル

ジ
ム
メ
戸
が
枇
曾
の
形
式
ご
内
容
Z
を
・
凪
別

L
て
、
特
に
枇
曾
の
形

式
ピ
務
す
る
も

ω
の
線
般
に
嘗
b
、
そ
う
し

τ又
ジ
ム
メ
戸
が
特
に
枇
曾

ω内
容
古
都
す
る
も
の
は
、

ミ
U
F

が

定
の
批
食
朕
態
の
下
で
・

一
定
の
一
慾
段
が
康
出
す
る
結
果
吉
見
る
も
の
に
嘗
る
の
で
あ
る
。

右

ω
如
〈
に
解
稗
す
る
ご
、

ジ
ム
メ
ル
が
一
枇
曾
の
一
形
式
を
劃
象
ご
す
る
特
殊
刷
品
目
科
事
ご
し
て
立
て
た
る
形
式

刺
曾
閉
山
T

の
概
念
は
・

司
、
ル
が
一
此
曾
仙
一
一
般
的
批
践
を
謝
象
Z
す
る
一
一
般
刷
命
日
科
山
中
古
し
て
規
定
せ
る
枇
曾
恩
?
の
概

念

z・
如
何
に
論
理
的
に
漣
絡
す
る
も

ω
で
ゐ
る
か
は
了
解
さ
れ
、
叉
ぞ
れ
に
よ

b
て
ジ
ム
メ
Y

の
形
式
一
般
合
事

な
る
も
の
は
、
論
理
的
に
は
戒
は
事
問
論
的
に
は
決
し

τ
一
の
特
殊
刑
曾
科
串
で
は
な
〈
、

一
の
一
一
般
枇
曾
科
皐

で
あ
る
こ
ご
が
推
定
吉
れ
る
己
思
ム
。
詳
し
く
火
筒
、
シ
ム
メ
片
の
特
殊
枇
品
目
由
学
説

ω批
判
に
於
て
論
告
サ
る
h
p

ら、

此
廃
で
は
只
彼
の
枇
食
事
概
念
が
如
何
に
ミ
U
F

の
枇
曾
事
概
念
己
論
理
的
に
連
絡
し
て
居
る
か
を
、
簡
墜
に
指
示

す
る
だ
け
に
止
め
る
。
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